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2007年 7月16日､午前10時13
分｡新潟県上中越沖を震源とする
マグニチュー ド6.8､最大震度6強
の｢中越沖地震｣が発生｡柏崎市を
中心に倒壊家屋の下敷 きになる
など11人が死亡 したほか､負傷者
1,954人､住宅全壊1,001棟｡
震度7の激震に山が動 き村を消
失させた｢中越地震｣から2年9ケ
月､再び新潟県 を襲 った悪夢に
人々は震えた｡
この地震から間もないうちに､
ほぼ同じ場所で起きた大地震｡
激 しい揺れで倒壊 した木造家屋
や崩壊 した木造寺院､破壊 した商
店街のアーケー ド､陥没した道路､
そjtに仕上げ材や棚などからの落
下物｡海沿いの柏崎の市街地に大
きな｢つめ痕｣を残 した｡
こうした被害が砂丘の端や､川
の埋立地に集中｡地質･地盤の専門
家などから､砂地による地盤構造
(液状化や地盤の流動化)との関係
が指摘された｡
観測された地盤の卓越周期は2
-3秒｡このゆったりとした揺れ
は木造建物にとって危険な揺れと
なる｡共振という現象が揺れを増
幅し､建物を倒壊させる｡
倒壊 した多 くの建物は､土壁や
土葺き瓦屋根の民家や寺院｡1981
年の法改正前に建てられた筋交い
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が少なく､バランスのよくな い住
宅が被害を拡大させた｡
また､電気､ガス､水私 通 翫
どライフラインも各所で寸 断 され
た｡
総 じて､死亡 した人､負傷した
人､倒壊した家屋の人たちは､古い
木造住宅で暮 らしてき/-=老人世
帯O高齢者が最も危険度i/7)高い災
害弱者になる｡このことがいみじ
くも浮彫になった｡
悪夢の日か ら2ケ月モ経た今
も､仮設住宅で暮らす被災者の募
る不安は底知れない｡住宅の解住
や再建､修復など課題は山積みさ
れている｡
* * *
阪神大震災 (1995年 1月･死者
6,434人)から12年半足らず｡その
間に鳥取県西部地震､宮城県連続
地震､十勝沖地震､中越地震､福岡
県西方沖地震､宮城県沖地震､石
川 ･能登半島地震と相次いで震災
に見舞われてきた.
こうして繰 り返 し襲う太地の詰
れ｡その度､我々に｢教訓は生かさ
れているか｣を突き付ける｡
この度の地震で倒壊した家屋の
ほとんどは､以前から耐震改修が
必要なものであった｡
被災者は｢まさかこのようにな
るとは-｣と口を揃える｡.
大地の震えは､平穏な人生を一
瞬にして断ち切る｡人ごとではな
いのだ｡
地震に負けない｢安心で安全を
生活基盤づ くり｣に更なる取り産
みが求められる｡
このことは､建築に携わる鋸
一人ひとりの使命でもあるo
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▲激しい揺れで倒壊 した木造家屋や倉庫
▲引きちきJ れたように部分崩壊 した木造家屋
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▲一瞬にして家具や書籍等が散乱 した室内
▲大空間における天井板 (ボー ドパネル)の落下
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